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邦語要約 

 

題目：19 世紀末のドイツにおける肢体不自由児保護事業 

―国内伝道会による「クリュッペル(Krüppel)」救済事業のはじまり 

 

執筆者：中野 智世（京都産業大学） 

 

 ドイツにおける肢体不自由児施設「クリュッペルハイム」は、整形外科医高木憲次によ

って戦前の日本に紹介され、戦後日本の肢体不自由療育事業に大きな影響を与えた。本稿

は、この「クリュッペルハイム」が、19 世紀末、プロテスタントの社会事業組織である「国

内伝道会」によって組織的に創設されていく過程を歴史的に検討したものである。 
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